
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
議
会
の
声

一般質問一般質問のの行行方方一般質問一般質問のの行行方方

防犯カメラ 健康№１プロジェクト「早朝ウォーク」（下野田自治会）

国民健康保険について防犯カメラについて

質問事項質問事項質問事項質問事項質問事項質問事項

町長答弁町長答弁町長答弁町長答弁町長答弁町長答弁

処理事項処理事項処理事項処理事項処理事項処理事項

平成２７年度から国民健康保険税の
引き下げを実施した。

平成２７年度は２６カ所に設置したい。

犯罪防止に防犯カメラ設置が必要では。 国民健康保険税の減額見直しは。

状況を見ながら前向きに検討したい。

９月末現在、９カ所設置済み。平成２７年
度末までに合計約２０基を設置する予
定。
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議
員
研
修
報
告

議
会
広
報
常
任
委
員
会

広
域
施
設
の
状
況
を
学
ぶ

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
１
位
・
３
位
に
学
ぶ

　

７
月
13
日
、
議
員
全
員
で
次

の
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

○
県
央
第
一
水
道
事
務
所

　

原
水
は
、
利
根
川
の
水
を

沼
田
の
綾
戸
ダ
ム
か
ら
群

馬
用
水
の
施
設
を
利
用
し

取
水
。
ま
ち
に
は
、
一
日
当

た
り
５
５
０
０
立
方
㍍
が

供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
渋
川
広
域
圏
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

昨
年
ま
ち
か
ら
搬
入
さ
れ

　

８
月
26
日
に
宮
城
県
川
崎

町
、
27
日
に
山
形
県
川
西
町
を

視
察
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
町

村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
、
川
西
町
は
最
優
秀

賞
、
川
崎
町
は
第
3
位
に
入
賞

し
て
い
ま
す
。

　

両
町
の
広
報
編
集
の
特
徴

は
、
広
報
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
広

報
委
員
以
外
の
町
民
が
編
集
作

業
に
参
加
し
、
写
真
の
提
供
を

宮
城
県
・
山
形
県

委員会視察
　　リポート

○
渋
川
広
域
消
防
本
部

　

昨
年
ま
ち
の
火
災
件
数
は

３
件
、
救
急
件
数
は
７
４
９

件
で
し
た
。
東
日
本
大
震
災

発
生
時
に
、
被
災
地
で
活
動

さ
れ
た
消
防
隊
員
の
ビ
デ
オ

を
視
聴
し
て
き
ま
し
た
。

　

水
資
源
の
有
効
活
用
、
ご
み

の
減
量
化
、
安
全
対
策
な
ど
今

後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。

（
議
長　

岸　

祐
次
）

民
と
の
意
見
交
換
会
、
意
見
交

換
会
を
受
け
て
の
政
策
提
言
、

政
策
評
価
な
ど
が
記
事
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

吉
岡
の
議
会
広
報
に
お
い
て

も
、
取
り
入
れ
ら
れ
る
点
は
す

ぐ
に
取
り
入
れ
、
今
後
の
広
報

づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
委
員
長　

坂
田
一
広
）

し
て
い
る
こ
と
で
し

た
。
表
紙
の
写
真
が

大
変
優
れ
て
い
て
、

思
わ
ず
手
に
取
り
た

く
な
る
広
報
の
見
本

と
い
え
る
も
の
で
し

た
。

　

ま
た
、
両
町
と
も

議
会
改
革
が
進
ん
で

い
て
、
最
初
の
数
ペ

ー
ジ
は
、
定
例
会
な

ど
の
会
議
の
記
事
で

は
な
く
、
議
会
と
住

た
可
燃
ご
み
は
、
５
９

７
５
ト
ン
（
前
年
比
４
・

７
㌫
減
）。
一
般
ご
み
は
、

前
年
比
１
・
７
㌫
の
増
、

事
業
系
は
前
年
比
18
・
９

㌫
の
減
で
す
。

○
渋
川
広
域
小
野
上
処
分
場

　

平
成
26
年
12
月
に
完
成
。

工
事
費
は
32
億
円
。
施
設

は
オ
ー
プ
ン
型
か
ら
ク

ロ
ー
ズ
ド
型
を
採
用
。
安

全
が
確
保
さ
れ
た
処
分

場
で
し
た
。

クローズド型処分場（小野上処分場）

川崎町議会議場にて研修中

川西町

川崎町
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手
話
を
広
げ
よ
う岩崎　眞理江さん

（北下）

　

一
昨
年
、
吉
岡
町
議
会
で
、

国
に
「
手
話
言
語
法
」
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
群
馬
県
で
は
、

今
年
４
月
か
ら
「
群
馬
県
手
話

言
語
条
例
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
、
聴
覚
に
障

害
を
持
つ
方
々
の
大
切
な
言
葉

で
あ
る
手
話
に
対
す
る
理
解
を

求
め
、
社
会
に
手
話
を
広
げ
て

い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

吉
岡
町
に
も
、
日
常
生
活
、

地
域
生
活
に
不
便
、
支
障
を
感

じ
て
い
る
聞
こ
え
な
い
方
々
が

い
ま
す
。
隣
近
所
に
手
話
が
で

き
る
人
が
増
え
、
少
し
で
も
情

報
や
気
持
ち
を
伝
え
あ
え
れ

ば
、
不
便
、
支
障
は
減
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

町
内
に
は
、
手
話
講
習

会
や
手
話
サ
ー
ク
ル
な
ど

手
話
を
学
べ
る
場
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
町

内
に
手
話
を
広
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

湯浅　一光さん
（駒寄）

　

９
月
７
日
、
一
般
質
問
を
初

め
て
傍
聴
致
し
ま
し
た
。
質
問

内
容
、
そ
れ
に
対
す
る
町
当
局

の
答
弁
内
容
に
関
心
を
抱
き
な

が
ら
傍
聴
席
に
つ
き
ま
し
た
。

　

質
問
は
60
分
の
中
で
行
わ
れ
、

健
康
寿
命
、
空
き
家
対
策
、
防

災
関
係
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

導
入
な
ど
社
会
的
関
心
度
も
高

く
、
時
宜
を
得
た
議
題
が
出
さ

れ
、
議
員
と
町
長
・
関
係
課
長

の
間
で
は
真し

ん
し摯
な
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
吉
岡
町
を
住
み
よ

い
ま
ち
に
し
て
い
こ
う
と
す
る

意
欲
を
感
じ
ま
し
た
が
、
直
ち

に
解
決
で
き
る
も
の
で
な
い
こ

と
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
私
達

も
生
活
に
密
着
し
た
課
題
に
関

心
を
寄
せ
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
今
後
、
議
会
の

精
力
的
な
活
動
に
よ
り
、
持
続

的
な
ま
ち
の
発
展
と
、
住
み
よ

い
町
づ
く
り
を
行
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

議会を
　傍聴して

　

仕
事
・
生
活
へ
の
利
便
性
か

ら
吉
岡
町
へ
居
を
構
え
て
15
年

目
。
住
み
よ
い
環
境
に
は
満
足

し
て
い
る
。
新
た
な
土
地
へ
の

居
住
に
は
不
安
を
抱
く
も
の
で

あ
る
が
、
地
域
・
人
と
の
交
流

も
あ
り
地
元
の
よ
う
に
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
地
域

の
人
を
知
る
き
っ
か
け
は
自
治

会
活
動
へ
の
参
画
が
大
き
く
、

こ
れ
は
新
た
に
吉
岡
町
に
居
を

移
し
た
方
々
に
も
是
非
お
勧
め

し
た
い
。
さ
ら
に
継
続
し
て
い

る
地
域
交
流
と
し
て
ゴ
ル
フ
愛

好
会
活
動
が
あ
る
。
プ
レ
ー
の

楽
し
み
は
無
論
の
こ
と
、
そ
の

後
の
懇
親
会
は
本
音
の
話
で
盛

り
上
が
り
、ま
た
格
別
で
あ
る
。

　

自
身
の
趣
味
の
一
つ
と
し
て

蕎
麦
打
ち
が
あ
る
。
打
ち
始
め

て
15
年
以
上
に
な
る
が
、
今
で

は
小
学
生
の
孫
娘
と
一
緒
に
作

る
の
が
楽
し
み
で
あ
り
世
代
を

超
え
た
交
流
に
一
役
か
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
今
、
都
市
部
の

空
き
家
、
高
齢
者
団
地
な
ど
が

急
増
し
て
い
る
。
吉
岡
町
に
お

い
て
は
現
在
の
人
口

増
に
安
住
せ
ず
10

年
、
20
年
後
も
あ
ち

こ
ち
で
子
ど
も
の
声

が
聞
こ
え
る
魅
力
あ

る
将
来
の
町
づ
く
り

プ
ラ
ン
を
、
今
こ
そ

打
ち
出
す
時
で
は
と

想
い
を
め
ぐ
ら
せ
て

い
る
。

「
感
謝
と
継
続
」
へ
の
雑
感

ま
ち
の散歩

道91

大
渕　

英
美
さ
ん
（
溝
祭
）
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吉
岡
町
に
公
園
を北野　裕二さん

（大久保寺下）

　

吉
岡
町
に
越
し
て
き
て
14
年

が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
に
た

く
さ
ん
の
店
舗
・
住
宅
が
増
え
、

と
て
も
住
み
や
す
い
環
境
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
上
の
子
２
人

の
時
は
、
近
所
に
同
年
代
の
友

達
が
少
な
く
登
下
校
の
際
心
配

で
し
た
が
、
一
番
下
の
子
は
、
住

宅
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
友
達

も
増
え
、
登
下
校
の
心
配
は
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
店
舗
が
増
え
た
た

め
、
交
通
量
も
増
え
事
故
の
心

配
が
あ
り
ま
す
。
子
供
は
元
気

に
外
で
遊
ん
で
欲
し
い
と
思
う

の
で
す
が
、
近
所
で
遊
ぶ
場
所

が
あ
り
ま
せ
ん
。
家
か
ら
は
小

学
校
・
児
童
館
な
ど
も
遠
い
た

め
、
近
く
に
公
園
が
あ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
越
し
て
き
て
す
ぐ

に
吉
岡
町
は
公
園
が
少
な

い
と
い
う
印
象
を
受
け
ま

し
た
。
家
で
ゲ
ー
ム
ば
か

り
で
は
な
く
、
外
で
遊
べ

る
場
所
を
是ぜ

ひ非
作
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
希
望
し
ま

す
。

問１

問２

問３

平成26年度決算において、町民一人あたりのま
ちの貯金はいくらでしょう。
Ａ．18万円　　Ｂ．28万円　　Ｃ．38万円
委員会審査において、まちに対する予算決算常
任委員会の要望事項はいくつあったでしょう。
Ａ．３つ　　　  Ｂ．４つ　　　Ｃ．５つ
一般質問は何人が行ったでしょう。
Ａ．６人　　　  Ｂ．７人　　　Ｃ．８人

[ 応募方法 ]
○はがきに答えの記号（例１―A）、住所、氏名、年齢、
職業（学校名）を書いてください。
○正解者の中から抽選で５人の方に、図書カードをプ
レゼントします。
○ご意見やご要望などもあわせてお寄せください。「お
便りコーナー」で紹介します。
○あて先
　〒 370―3692
　吉岡町大字下野田 560 番地　役場議会事務局
○締め切り　12月１日（当日消印有効）

前回の正解は１－ C. ２－ C. ３－ Bでした。
応募者の中から、抽選の結果次の方に図書カードを贈
ります。（敬称略）
・和田　友香（上野田） 　・町田　修一（大久保）
・福田美代子（大久保） 　・須賀アヤ子（漆　原）
・黒岩ますみ（吾妻郡嬬恋村）

よ し お か

ク イ ズ
No.

109

共に研修　
県内外から吉岡町議会へ視察に訪れました。

～視察の受入～

とき 訪れた市町村 視察内容

７月９日 石川県津
つばたまち

幡町議会 議会だよりの
編集について

７月15日 山梨県身
みのぶちょう

延町議会
子育て支援策
への取り組み
について

８月20日 渋川市・榛東村議会 議会だよりの
編集について

皆さんの傍聴を皆さんの傍聴を
お待ちしていますお待ちしています

次の定例会は12月上旬を予定しています。
会議は９時30分から始まります。
ぜひお越しください。

お詫びと訂正
　前号（議会だより「よしおか」№１０８）
に一部記載誤りがありました。
　次のとおり訂正し、お詫び申し上げます。
【訂正箇所】　Ｐ12　下段の写真説明中　
　　　　　　（誤）「県央第一水道（高崎市）」
　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　（正）「県央第一水道（榛東村）」
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